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を示すスピン・パリティが 𝐽𝐽𝜋𝜋 = 0+ の量子数を持つ励起状態が数多く観測され、核構造研究における謎
の一つとされている。この謎の解決に向け、これまで多くの研究が行われてきたが、解決に至っておらず、
困難かつ重要な課題であると言える。これまでの理論的・実験的研究から強く示唆されるのは、中重核領
域における偶々核の励起 𝐽𝐽𝜋𝜋 = 0+ 状態には、対相関が強く関わっているということである。対相関とは、
核子が 𝐽𝐽𝜋𝜋 = 0+  の対（ペア）を組んでエネルギーを下げようとする比較的短距離の核子間相互作用に





















































   2019 年 2 月 18 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席の
もと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
